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M
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ク
日
間
門
嶋
崎
門
口
か
ら

3
同
月
刊
日

84鋲
で
、
念
品
用
回
一
斉
に
吋
世
帯
の
火
災
予
防
遼
融
制
L

ガ
媛
偶
蹄
さ
れ
ま
す
。
昨
年
は

市
内
で
総
体
の
火
災
が
発
生
し
、
的
制

4
0
0
0万
円
ガ
灰
位
な
り
ま
し
た
〈
負
傷
者
?
)
。
こ
れ
か
ら
春

先
C
か
け
て
は
…
年
で
最
も
火
災
ガ
多
い
鶴
挙
。
火
巴
狙
わ
れ
怠
い
儀
、
十
二
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

tえ

高温轟一
火災容を霊長って巡主主を行う j滋紡在日{あ佐第2臼分間)

旬
枠
も

こ
れ
か
ら
轟
に
か
け
て
は
、
い
よ
い
と
同
体
い
い
も
仁
り
ま
し
た
b

い
ま
は
日

よ
大
災
内

J
1丈
ン
ぷ
中
砕
~
年
中
で
絞
ち
絞
換
し
て
い
る
時
ヂ
α

火

的
都
総
当

L
hん家
M
N付
金
出
品
作
。
体
灼
的
問
問
り
の
滋
μ

汲
々
は
叫
締
役
以
上
小
、
す
n

う
九
立
件
部
分
淡
い
M
M
け
の
ヲ
ち
義
体
チ
品
開
約
六
議
び
も
、

vbr…
つ
開
削
淡
え

と
日
丹
、
円
高
に
火
災
が
線
中
L
て
践
は
火
一
絡
会
い
い
俗
的
部
は
8
伶
然
、
ニ

燃

し

て

い

ま

?

。

れ

い

タ

パ

2

的
役
付
品
川
て
5
件
が
、
昨

出
火
附
町
山
内
で
白
紙
つ
の
は
よ
~
塾
大
~
年
の
お
大
雨
時
間
出
ワ
;
ス
t
h
d
e

寮
仁
会

そ
の
拡
大
や
本
仏
棚
氷
刊
し
の
火
災
は
な
ん
体
的
6
制
酬
を
ム
占
め
て
い
ま
す
e
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引
円
日

だ
き
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、
ガ
療
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火
e
H
M
掛
舶
に
あ
な
た
約
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々
を
鋭

ウ
て
い
事
す
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相v
火
的
燃
や
d
e
t
e
y
つ
的
ポ
イ
ン
a
r

ー
、
滋
の
滋
い
と
き
は
た
発
、
大
を
し
な

し
2
、
平
ど
ち
は
7

ヅ
ザ
ナ
や
ラ
イ
タ
e
きで

滋
ば
せ
主
い

s、
寝
タ
バ
コ
や
タ
パ
コ
A
W
殺
げ
絵
て

を
し
牟
い

4
、
実
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
そ
の
場

を
離
れ
主
い

吾
、
家
出
頭
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
が
牟
い

6
、
ア
口
の
閥
単
だ
き
に
日
現
慈
す
る

7
、
ス
・
ト
-siブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

品
俊
一
世
づ
け
な
い

島
符
品
ど
で
。
よ
り
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ま
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関
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く
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内
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サ
イ
レ
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鳴
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よ
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〈
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n抑
制
午
前
7
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本
州
梢
叫
州
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初
凶
凶
人
口
問
門

ιよ
る
摂
採

傍
受
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よ
む
放
水
制
様
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3
月
3
持
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殺
後
物
移
動
タ
ン
ク
前
蔵
所
お
よ
U

漆
隔
地
卓
一
同
等
立
入
検
査
一
路
上
)

一
本
共
同
開
け
一
毛
や
少
量
危
険
物
貯
十
時
、
取

相
引
所
等
的
立
入
検
夜

本
占
人
材
相
ら

L
E入
浴
閃
火
災
予
防
総

一帯*部肌十刊一
β
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お
よ
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問
問
せ
ん
配
布
や

(
怠
磁
的
刊
安
全
協
会
、
山
州
大
協
会
…

泌
総
慈
子
演
防
饗

榊帥〈財制〉

a
o
-
-
o
m

シ
リ

i
ィ
A
H
R
わ
り
;

一
体
と
な
り
反
対
語

いい
a
い
泌
総
山
崎
ハ
リ
糸
京
総
加
料
出
州
市
町
山
川
そ
川
内
的
に
は
市
川
ハ
ル
…
体
、
と
な

州
制
山
市
純
情
州
け
丹
終
的
問
問
刷
鳴
い
い
ヘ
ソ
い
て
た
市
民
税
制
士
民
間
し
て
い
く
N
U耐
宮

市
で
は
こ
れ
ま
で
お
州
向
日
開
跡
内
総
に
、
カ
ム
り
ま
ナ
!
こ
の
連
融
合
、
よ
り
多

銭
力
に
給
付
洪
止
を
司
訴
え
て
主
主
く
の
市
川
礼
的
ぜ
包
一
ん
に
一
理
解
い
た
た

し
れ
~
恥
二
れ
に
対
し
て
mw織
的
時
必
く
た
め
‘

2
月
7
U
、
市
庁
七
日
に
、
下

げ
江
口
H
7
h欽
汰
惑
で
あ
る
々
と
九
百
江
地
内
長
山
中
出
内
皮
側
諸
禿
抗
バ
柑
山
山

内
任
弁
支
持
り
点
一
し
ご
き
ま
し
た
増
反
対
一
の
た
h
h拡
を
投
置
し
ま
し
た

と
こ
F
9
b
紋
泣
の
続
出
向
持
弾
道
に
さ
ら
に
市
議
会
て
は
ド
捻
法
地
問
題

よ
れ
は
、
日
間
弘
知
総
殺
げ
は
ぽ
木
県
日
特
村
山
山
長
い
R
'
d
か、

1
月
初
日
、

W
T
本
民

地
に
4FHhu
る
新
し
い
込
泌
が
越
川
印
刷
崎
山
間
叫
k
b
っ
て
」
に
問
問
主
し
、

q
h
H

さ
れ
わ
ん
坊
任
、
そ
点
灯
時
地
ぷ
相
関
獄
中
小
川
口
ど
笠
一
b
r
H吋
を
も
勺
に
体
験
し
て
き

は
問
問
点
腐
淑
約
改
4

併
の
目
指
織
を
分
ま
し
允
今
後
‘
市
、
市
北
公
、
市
川
町

数
使
閉
山
す
る

H
け
れ
主
将
め
た
と
き
シ
ヲ
欽
協
力
し
、
品
川
カ
な
ば
村
川
明
泌
を

れ

て

い

ま

す

、

‘

わ
ね
悩
明
い

L
ま
ナ

w-附桝
い
合
甘
か
削
減
、
議
会
事
務
い
町 あIT~容のたれ事事
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閥
的
和
問
山
年

7
R呂
田
に
槙

l
m総

合
計
総
響
総
会
が
関
か
れ
て
か
ら
、

察
〈
も
ゑ
部
卒
が
治
留
守
主
づ
と
L
て

い
ま
す
。
問
問
州
側
側
加
十
日
制
吋
に
は
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広

報
量
使
っ
た
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ン
ケ
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Fに
お

答
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い
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耕

腫
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だ
き
ま
し
た
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品

開
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で
の
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の
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な
苔
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を
参
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と
し
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て
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こ
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で
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調
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い
れ

子
的
環
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昭
市
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み
て
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快
し
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。
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し
て
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ニ
め
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析
的
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も
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9
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ー
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検
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狭
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に
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ま
し
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。
え
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い
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の
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崎
定
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で
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ョ
み
な
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え
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も
終
恥
恨
の
生
拾
が
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に
お
添
え
の
つ
え
お
繰
り
く
だ
さ
い
e

会
長
)
で
は
、
ニ
的
淡
町
出
分
析
を
ふ
ま

ζ

こ
そ
は
、
絞
殺
、
市
民
の
み
な
さ
な
擦
で
あ
っ
て
は
し
い
と
息
い
ま
す
か
。
今
後
は

.4niム
柏
町
ま
で
に
可
基

本
総
訓
郡
岬
快
t

を
ま
と

}
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拶
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盛

砂

z
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a
p
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'

め
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山
仏
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で
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F
開

時

弘
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醐
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鵬
、
幽

-
a
r也
帯

醐

ぬ

岬

v
p星
野
融
離
、
商
グ
鯵

&
F
E
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F

国
語
盤
職
理
襲
撃
骨
髄
特
融
旺
器
購
事
j
》
で
そ
そ
し
て

?
事
語
翻

4
喜

唱

聞

!

司
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醐
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司

d
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a
e
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喝
場
轟
句

4雪
量

書
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総
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計
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ぷ

E
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E
E
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i
-
-量
i
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l
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由
覇
軍
!
襲
撃
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襲
撃
霊

i

俗

で

室

内

総

会

議
長
議
議
麗
臨
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臨
摺
欝
誕

4
欝
鞍
瞬
錦
町
輯
麗
醤
露
顕
輔
麗
韓
輔
を
雪
、
「
総
本
総

相
出
案
」
に
対
す
る
一
い

え
て
、
伐
採
千
円
め
ざ
す
べ
き
将
来
楠
叫
ん
め
ゑ
山
間
す
る
姿
を
、
い
く
つ
か
の
イ
次
的
ペ
ー
ジ

ι、
将
来
的
生
活
の
あ
殺
狩
令
官
胤
後
お
間
関
き
す
る
予
定
を
た

を
ま
と
め
る
た
め
に
検
討
を
す
す
め
て
メ

i
タ
と
し
て
並
べ
て
み
ま
し
た
。
織
り
ふ
々
に
燃
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
周
章
し
て
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
ま
た
広

い
る
と
こ
ろ
で
す
a

時
則
的
中
明
、
山
似
怒
れ
れ
~
滋
見
や
強
調
点
を
ま
し
た
。
み
な
怠
ん
の
声
を
参
考
に
し
総
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ムγ
閥
司
み
な
怒
F
A
に
お
知
ら
せ
す
る
み
て
い
た
幻
舎
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
て
こ
れ
か
ら
特
殺
伐
を
ま
と
め
る
た
総
合
計
仲
間
饗
験
会
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で
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こ
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常
事

か

必

ず

)

・
属
志
こ

日
正
一
蹴
す

『
}
…
ゎ
~
キ
A
F

の
叩
…
ー
ハ
パ

腿

阿

川

一

同

μ
ルよ

刷
了
乞
つ

入

館

7

記

対

て

し、。

草学資i郎、さくから我孫子の釦抗駅総びついてきまし
た。しかし、今では箆本一汚れた滋になっています。将来

のまちゃ金活を考えたとき， r~資i賞者綴者意義哲 iこ災E弟子のシンボ

んにしよう J という意見が、審議会で獄事れました。みなさん

にとって、事費沼が将来どんな姿であったらいいと思いますか。

次のやから該当する番号を 1つだけ滋びOを付けてください。

1.子ti淑と!M辺は、かつての司仕殺かなこむのま号;こもどl、ヌ主iλや与一本

がill生するh、ままに保全したLυ 

2. iトt='tmと本i?l1土日絞めままめ姿とし、士号所長か事って本i認を童文策Lた
り、昔、滋()やま'jりがぞきるようにもそ織する。

3. i廷の本泌をきめて周辺 畿を大疑核心務総t、レジャ…、[.， 1ヰヱー
ンヨン的場として活}菩Lたい。

4‘本気itfとばをかなか進ま主よいので、 i廷を絞めたて、そ的士総を有安111こ

引I]r轄したいa

5 ，当然海王室や水質浄化iニ3うまりl努むがむく弔どのような受であってもか

まわないQ

:島淡孫子{ま東京から30陥のところにありながら、林や水鈎な

(.;潟書提l索機が重量かだと言われています。務総会では、rこ二の

自然意義務を今以上に大事にして、自然と上手につきあっていく

ための魚沼のヱ失が必婆だJ という3意見がありました。みなさ

んは、問機、段然をどのように感じ、また、主主滋のやでどのよ

うな関わりをもちたいとまヨ考えて'すか。下にわざと対立するよ

うな滋然どの緩し方を4総主主べてみました。それぞれAとBの

うち、 しいて滋ぶとしたらどちらでしょうかG 該滋するもの告

滋びOを付けてください。

とめないで京訴し1 ~ ど以ん 一銭一め川山………)--:Jf吋一一一つポ叶叩一一一'1付山ωliJ川山カ村付tわラワ山一i仁μは二斗::iiは土
i話ヨ. 主主のさえず')や本的苦告の色iニ信感fごと思う。

r A. i誼封書をつくろうとす川 林カあったら たとえ川lこ
うi討しでつくりたいBi話加つくろうとする時誌を犠牲にしても 判明

もす1、長

ど L

j A 附取し仰さは山山内勺てもしし告ら
l土持った主であってほしい

IBれにいけ治めるな倒的たり持批判f向くて
らとか丈こがな、~

i A.で怠るだけ学髭iグ>ir]ぬものを主べたいの
1 B. 字僚にかかわらず、~語ぎな交へ約を食へたい、

本鼻、本車轟轟車車車道弘
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事災孫子i雄総療の住宅怒市という後絡をもっています。審

幾重量でも r1蚤くを主みつづけるためには、 E若手金主主:震が狭量窒iこ

必くれることが大窃であるJ という意見が上陸容れました。

あなたは、今後李主主嘉子iこ長〈住みつづけるためには、どのよう

な潔後が必著書だと考えますか。次の中から護霊祭と綴われるもの

を3つi議びOを付けてくださtい。

1. 誼~X 、公i封、下水道、生活用境施設など円[主可か絞って L 、る。

2 係機や?昂1止などの必要なサ…ピえが受けられ、安心しで生活できる M

3.防庁、L:I!!lまれた前かな1主主j世にi宇内品。
4. φ人一人丹市民が自分の能力を発揮しながら、若者約加1'1的人セとい勺

ょに、いきいきと事りすことができる持

J ， 、、
一

5. 議t嘉や学校ヘくために安全てドli告を交滋議壌がんる ω

6. 中だんグ}号室絡が{主将にでき、出会った人とをi緩いz送分る診i競走iのある

らえeいて行けるところに為る。

7. ょっとぷi援な資絡もでき、愛の高い文化きさを行事会')すかれる主主力的
な治的中心}患がある硲

議いま裁緩子同、 4織代の方が一番多く伎んでいますが、

これからは潟齢主主主7がもっと増えていくと怒われます。
あなたは、後孫子で~後者むかえた時、どんな生活を送ってい

たいと怒いますか。次の3つの項目について、それぞれ言葉滋す

る告番号を…つi滋びOを付けてください。

①伎まいについて

1.子と'もや係たちとい 3しょに暮らLたいz

2. i- どもたち主 fi~J]"号だが、スープのさめないところに後みたい6

3 .子どもたちとは君J]I二、義夫録だけで生活したい。

4.いつもは子どもたち左事事らしていても、持i二{主、家グ);まくめl';人ホ

ムめようなとJころで気ままに生活したいa

5. 在人;j之…ムなどめさ毒殺に入ってを!竜仁愛伐の{宇言語といっし

した¥'，

復潟、だんのき主滋について

I 選毒菌きになってもfl:本をつづ;す、経済的に自立していたい。

2 まま滅的iご銭:立Lt.くても、終らかの駿業をもって働きたL、0

3 仕事につかなくても、身につけた知識や技館を生かしfよい 0

4.援隊などを新Lくはじめたり、緩味をi量じて若い人たち

ていたい匂

5. l';後li人1:.Fi事きれず、ゆったりと暮らしたい 9

③体が思うように動か牟〈在った場合

1 .主主退去人ふ…ムめような革主総i二入りたい。

2.家紋lニめんYうをみてもらいたい。

3. 長訴のちゃぷランチィずの人に手数けしてもらいながら家轄とといっ

しょに毒事らしたい。

事今後、鰍与でまちづくりをしていくためi二重要であると

怠われる主義潟を下にあげてみました。これらが、将来、ど
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5 学生 6 嫌疑 7.その波

ウ.家肢t茸1えについてお、Lます。
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号

温
か
い
や
ア
フ
リ
カ
、
へ
描
け
ヵ
・
一
日

毛
布
1
2
8
8
枚
、
税
金
1
6
0
万
集
ま
る

「
災
孫
子
ア
ワ
リ
力
へ
ず
し
事
を

送
る
会
」
で
は
叫
都
内
怖
か
袋
町
♂
れ
い

た

m
ま
た
は
現
金
を
送
勺
て
、
在
市

民
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
き
た
と

こ
ろ
、
合
計
で
毛
命
1
2
8
8
伐

と
酬
明
余
E
6
0
万
5
0
1
1
円
が

集
ま
り
ま
し
た
J

ご
存
知
的
と
お
り
ア
ツ
リ
カ
は

邑
い
九
三
去
百
よ
い
し
ま
コ
と
え

君
イ
言
王
自
主
え
ノ
L
J
J会

え
に
終
嫁
わ
れ
、
人
々
は
や
棋
を
拾

あびよとあれこれ

て
唱
削
判
は
0
俊
市
川
く
に
も
な
る
な
か
で

寒
さ
に
ふ
る
え
て
い
ま
ず
ョ

市
民
的
反
応
は
子
怒
川
以
上
向
わ
ざ
わ

ゲ
新
日
間
的
色
恥
却
を
何
枚
か
w
H
っ
て
持
ち

叩
}
ん
だ
持
や
l
m門
五
募
金
を
寄
付
し
た

小
学
生
活
力
川
川
を
ポ
ン
と
差
し
出
し

た
お
ば
島
ち
ゃ
J

ん
な
ど
、
心
山
内
山
刊
か
品
川

の
集
担
所
で
受
け
付
け
や
和
総
長
山
口
p

た
伸
い
た
の
ボ
ラ
一
/
テ
ィ
ア
川
町
、
日
中
滅
的
紛

詩
ん
在
感
殺
さ
を
ま
し
た
心
1
6臼
と

οaわ日司

嘗
a
E
P
ρ
j
4
&

つ

附昨吋部年.前綜骨れに
μ続
杭
主
、
4

i

e

州
制
み
ト
ラ
ソ
ク
?
主

権
を
送
付
し
ま
し
た
お

会
的
外
出
納
チ
代
淡

は
「
+
巾
日
八
円
殺
さ
ん
の

滋
か
い
心
は
、

2
人
で

も
歩
く
的
ア
フ
リ
カ
の

人
た
ち
者
数
う
こ
と
に

な
る
ニ
と
マ
し
よ
う
t

企

1
月
白

R
‘
愛
の

議
布
を
ト
ラ
ッ
ク
に

県雀ヱネポスター議

ス
タ
‘
作
文
コ
ン
ク
;
ル
{
哨
端
、
主
一
能
)

で
北
料
品
叩
チ
中
E
年
め
叫
問
問
問
臨
時
一
〈
J
A

〈
移
御
崎
}
が
。
漆
秀
賞
2

に
蝋
き
ま
し

た。
作
品
同
体
制
制
緩
め
後
公
的
ス
イ
ァ
チ
を

章
、
押
し
て
い
る
総
闘
を
議
い
た
も
の

で
.
タ
イ
ト
ル
は

ノ
チ
オ
ブ
」
。
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就
学
前
児
童
を
お
持
ち
の
万
一
(

身
障
セ
ン
タ
ー
か
ら
ぬ
お
知
ら
せ

身
体
降
客
惑
が
耐
枇
セ
ン
タ
ー
(
戦
中
小

1
6
3
7
d
で
は
，
本
ち
ゃ
ん
か
ら
お

都
線
リ
ま
で
た
く
君
ん
の
町
が
訪
れ
、

制
開
設
や
滋
掛
を
後
け
て
い
ま
す
a

件
付
位
、
数
珠
前
児
殺
の
来
併
は
年
間
関

E
O
O
名
以
上
に
も
な
り
、
問
陣
中
怖
が
総
ば
り
が
な
い
な
ど
め
淑
品
開
発
達
の
洩
れ

わ
れ
た
り
、
脇
陣
惑
が
小
さ
な
司
っ
ち
に
刊
刊
を
も
っ
チ
が
機
能
該
緯
を
{
鴻
お
NHK「

絞
や
判
訓
練
を
受
け
、
効
援
を
一
上
げ
て
い
こ
と
ば
が
遅
れ
て
い
る
予
が
議
議
側
訓
練

ま

す

。

や

招

誌

を

(

刊

山

名

州

制

)

受

け

て

い

ま

す

e

ハ
イ
ハ
イ
が
で
き
な
い
、
絞
め
つ
つ
ま
た
、
総
途
上
の
日
怖
さ
を
も
っ
日
名
弱

内
総
制
見
が
、
哨
閣
に
…
m
凶
母
子
で
途
開
閉
し
毎

日
常
生
然
終
戦
や
発
達
指
事
事
後
け
て

い
ま
十
。
さ
ら
に
、
総
お
以
上
向
治
憎
ん
が
併
殺

円
絡
協
純
一
ザ
ザ
3

ズ
ホ

i
ム
吋
ひ
ま
わ
り

附
問
」
に
遜
っ
て
犠
織
で
の
指
導
や
湘
閉
山
糊

を
受
け
て
い
命
令
す
“

ニ
的
よ
う
に
当
セ
ン
タ
i
で
は
、
位
陣

由
市
が
疑
わ
れ
る
時
点
か
ら
一
放
し
た
け

ハ
ピ
リ
テ
i
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す

め
で
、
心
心
院
な
点
や
不
安
が
あ
る
方
は

ご
町
制
絞
〈
灯
き
い
。

噛
マ
「
日
制
判
明
閥
的
申
し
込
み
・
酬
問
い
合
わ
せ

同
セ
ン
タ
ー
盟
(
拙

)
0
2
4
1
へ

電
総
で

(7)州ゐ 2匂 16

第11酪路弘議代
美術震で第1籍

小沼八撃子

保
内
務
〉
を
4

記
入
し
、
明
州
北
品
村
l

vM%
…
伐
の
目
的
日
出
我
孫
子

一

手

五

セ

ン

タ

ー

JK込

町

マ

ま

で

九

応

酬

V

融
制
的
切
り

2

~
1
b
月
四
自
〈
水
〉
州
問

九

市

中

山

印

有

効

川事

v
mい
合
わ
せ

出
陣
縫
い
ア
e

タ
i

岱
(
町

)
1
1
3
1

隆
一
一
線
一
被
保
険
者
一
紘
一

ω一応新

3
月
行
自
か
ら

税
扱
附
問
問
問
中
的
問
凶
E
A
袖

階

級

保

険

法

然

別

ω
P』

時
間
者
薮
(
ブ
ル

i
iび
皇

陵

霊

山

淳

一

畑

険
滋
腕
輪
後
保
険
者
等
一
説
明
察
、
ブ
ル

1
、

仔

日

常

的

ι

は
、
本
年
3
月
い
っ
ぱ
い
で
期
間
桝
が
切

れ、

4
同月
z
u
u
か
h
d
は
液
掃
で
怒
な
〈
行
な
つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
z

な

り

ま

ず

、

な

お

、

詳

し

い

こ

と

に

つ

い

て

は

ハ

3
同
月
日
日
か
ら
中
市
内
的
各
会
場
で
‘
ガ
キ
で
鴻
知
安
ぬ
け
い
、
ま
た
3
月
1
討

新
し
い
州
開
後
一
蹴
と
の
更
新
b
h行
な
い
ま
号
ぶ
綴
に
も
持
議
し
ま
す
む

す
の
で
、
必
ず
期
間
的
に
発
新

T
M視
を

V
問
い
合
わ
せ
録
制
時
年
金
軍
部
出
掛
深
川
開

し
た
が
、
ま
だ
品
刑

務
が
あ
り
ま
す
。

仏
制
組
献
を
希
望
す

る
方
は
、
次
的
と

お
り
申
し
込
ん
で

〈
だ
さ
い
。

マ
対
象
山
叩
級
以

子
中
的
人

V
申
し
込
み
ん
対
談
ハ
ガ
キ
に
伎

続
可
氏
名
、
年
齢
、
株
潟
、
明
聞
紙

皆
、
素
蔽
悲

お
年
寄
り

?言 2
島
民24

ふ息詰路
'J:;:自

q;選
て131ff字、

急
彊
荷
量
発
系

P
凡
ノ
ヨ
一
エ
知
事
堂
3
1
く
よ
く
よ
も
め
に

配
閣
制
下
F
L
r
h
K
4
t
事

F
P…
J

ー
吋
同
M
d
E
B
L
V
h
H
t￥
品

臨

時

身

、

f

b

?

み
樗

ζ

去
、
h
な
く
な

f
?

り
ま

L
たし

第
H
U

源
問
れ
い
糊
明
仲
代
楽
街
緩
め
間
関
内
務
調
的
は
水
内
問
そ
れ
ぞ
れ
向
河
伎
を
大
た
こ
と
な
ど
タ
イ
ミ
ン
ク
が
渋
か
っ
た
憲
一
は
総
9
開
門
叩
閲
い
い
も
人
滋
を

夜
、
検
絵
・
ア
ク
リ
ル
劇
的
訟
で
小
部
拐
に
し
た
c

寸
先
散
め
向
ω
れ
る
な
」
小
と
添
い
ま
す
9

そ
れ
に
殺
人
的
協
力
も
山
弘
前
と
し
て
い
る
硲

八
議
子
さ
ん
が
枯
m
l
稼
に
滋
ば
れ
h
f
w
o

川
仰
さ
ん
は
迷
い
が
徐
恥
じ
た
と
島
、
縦
似
時
折
、

h
y
殺
の
紙
同
な
笑
み
を
活
か
べ
る
。
作
品
は
パ
リ
肉
邸
玄
美
術
総
で
間
関

作
品
名
は
治
制
¥
い
な
か
滋
拐
の
こ
の
縫
い
識
を
想
い
山
中
丈
批
判
梯
子
に
来
て
ま
す
感
じ
た
め
は
白
か
れ
る
被
丸
山
前
一
畏
に
お
ね
附
さ
れ
る
a
J
T

う
え
に
残
き
札
た
お
日
開
お
ん
の
遊
び
肉
、
A

り
よ
q
p

と
〆
ナ
時
刊
で
も
許
わ
り
、
時
然
的
蒸
し
さ
u

滋
緩
め
草
花
、
本
々
司
お
さ
ん
も
渡
仏
、
ず
る
。

尚
匂
総
み
・
よ
げ
ら
れ
た
石
こ
ろ
や
滋
本
間
同
仁
へ
取
締
が
件
、
主
~
こ
と
、
石
介
先
生
本
漏
れ
封
、
議
・
変
・
秋
、
丸
三
九
捕
し
三
れ
か
ら
も
忽
い
内
ま
ま
に
、

め
絵
、
持
切
れ
な
と
そ
包
む
h
A

ゐ
隠
と
や
伎
が
開

7
的
問
か
寺
山
M

然
心
“
地
り
合
え
て
心
に

L
み
る
k
い

う

ら

し

み

と

み

と

し

た

紛

争

か

き

た

い

で

的

問

吋

何

げ

ヰ

い

た

絞

め

な

か

に

物

紛

が

す

ね

い

ま

ん

?

ま

す

伸

び

凝

り

。

民
間
関
す
る
t

小
川
削
さ
ん
が
絵
を
か
き
出
し
た
向
は

い
山
年
削
る
東
一
一
訊
か
ら
帥
作
り
什
は
ん

ur
の
そ

与
ゥ
か
け
に
、
州
知
を
か
い
た
ら
カ
代
一

と
い
わ
れ
た
法
石
件
内
総
尚
治
に
師
事
U

一
油
絵
的
れ
の
イ
ナ
ゴ

i
ブ
か
ぬ
け
た

め
は
そ
め
時
か
初
め
ゲ
、
リ
ン
コ
》
レ

モ
ン
の
主
伊
丸
、
税
が
ち
て
ん
在
的
ッ

て
く
れ
た
叩
}
L
w
が
1r
て
も
う
れ
し
か
♂
〆

た
的
J
y
m弘
、
え
て
い
ま
寸
」

長
寿
火
学
的
各
ク
ラ
ブ
、
学
年
が
Z

V

口H
時

2
月
引
品
目
(
日
〉
午
前
問
山
時

革
開
倒
的
成
果
を
発
表
す
る
お
日
常
り
で
す
D

ケ
り
午
後
3
時
加
分
ま
で

皆
様
の
ご
来
場
ぞ
れ
晶
体
付
ち
し
て
い
ま
す
。
V
場
一
前
市
災
会
館

V
内
務

V
全
線
中
央
公
民
総
悶
〈
能
)
0
5
1

〈
ホ
ー
ル
V

総
闘
・
機
時
・
日
本
舞
綴
5

・
コ
ー
ラ
ス
・
ダ
ン
ス
・
岡
純
叫
蹄
・
剛
院
舞

〈
大
会
議
室
〉
手
世
帯
・
成
畿
一
幽
・
俳
句

.
盆
議
・
各
叫
予
知
叩
の
持
品
な
ど
の
綴
一
一
部

(東Jえi晃子}

ヤッパリ石けんグ
=講譲会と法違策習吋

ネ

貌

演

会

⑮

講

師

耐

水

野

地

山

竹

社

災

(

滋

m
M
漂
流
た

@
テ
ー
マ
今
牟
ぜ
右
け
ん
か
1
食
品
拭
く
お
ば
ざ
パ
)

泌
総
出
生
体
及
び
療
機
へ
の
影
響
:
洗
剤
に
問
問
ず
る
判
よ
り
な
情
報
が
い

。
議
席
時
小
林
締
役
ぷ
川
崎
締
役
組
問
先
っ
ぽ
い

T
す
。
与
訟
の
ニ
安
心
山
を
お
沖
付

帯

)

ち

し

て

い

ま

す

。

必
士
清
滋
実
一
審

V
臼
時
3
H
月
2
日
一
土
、
」
十
後
3
時

j
jよ
〈
覚
え
ま
し
ょ
う
。
務
総
け
ん
加
分
か
ら

の
よ
哨
?
な
使
い
方

;

2

V

磯
獄
中
棋
会
沢
民
総
体
育
ホ
ー
ル

伐
採
子
市
は
ね
け
ん
縫
滋
の
み
涼
ふ
り
。
V
共
岬
慣
れ
け
ん
を
広
や
φ
岳
山
移
枚
以

粉
お
け
ん
を
俊
っ
た
上
手
な
淡
泊
め
H
J
T市

淡
を
党
え
ま
し
ょ
う

u

v

問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

あ
な
f
t
i
干
し
シ
十
一

v自

ι11法
A
L

ぷ
庁
内
で
朝
刊
毛
主
ん
を
問
問
、
え
は
げ
凶
け
泌
キ
持
ち
込
む
と
よ
ろ
じ
こ
の
品
開
け
?
な
〈
加
楳
告
に
も
な
之
に
し
ま
っ

税
究
員
に
な
る
こ
と
が
て
き
、
的
地
め
波
法
め
特
徴
が
あ
り
ま
す
む
市
、
か
、
ニ
め

eW枕
的
防
掃
組
内
と
し
て
訟

を
…
人
総
介
す
る
ζ

去
に
は
刊
庁
内
内
り
よ
く
は
慌
わ
れ
る
滋
ロ
聞
と
し
ご
は
、
ほ
擁
さ
れ
て
い
ま
す
“

-
i卜
が

も

ら

え

る

ん

か

じ

依

漆

食

品

や

波

打

、

沈

剤

、

織

な

山

H
分的
H
h
q
が
叫
時
間
附
賊
売
ト
ラ
ブ
ル
約

ニ
ウ
r
T
つ
い
い
、
単
に
商
品
b
h
U
V
7
0
M

と
が
あ

η
ま
す
が
、
布
陣
n
m
め
販
制
刊
よ
り
加
官
官
長
に
な
ら
な
い
れ
ん
め
い
い
も
、
う
ま

け
で
な
く
弘
同
時
に
続
%
減
と
L
て
肉
は
続
交
M
H
を
ふ
や
す
こ
止
で
将
設
が

k

い
儲
け
訴
に
は
後
口
約
に
と
ひ
っ
か
な
い

か
る
と
い
う
ぷ
は
.

7

ル
チ
品
開
決
μ
い
よ
よ
ヲ
心
掛
け
ま
し
ょ
う
c

く
似
て
い
ま
す
c

V

淡
幾
者
苦
情
揖
滋

う
ま
い
緩
い
い
と
V
つ
い
た
も
の
め
、

J

出
焚
生
活
日
い
判
例
わ
る
す
H
山
川
や
間
開
校
LV

1

数
人
内
総
人
殺
約
を
と
勺
紅
め
に
け
あ
り
ま
し
た
ら
お
抗
戦
に
ゴ
刊
用
く
だ

べ
i
ト
内
約
曜
が
マ
均
し
れ
な
い
~
「
身
一
い
。

近
主
友
人
や
知
人
主
骨
密
に
同
制
浴
し
て
毎
淡
水
川
崎
U
H
、
午
前
判
時
か
ら
午
後

人
間
関
係
に
と
ど
が
入
っ
た
い
と
ど
と
時
ま
ぞ
、
市
火
山
知
ぷ
訟
で
。

芝
の
相
談
語
れ
る

7
5柄
、

ぇ

主

言

以

謀

、

市

民

生

還

ま

一

l!
…日

3
n
2
日
(
之
〉

中
央
公
民
館
で

ま
た
、
拙
川
崎
H
慌
が
肋
向
山
部
門
名
に
J
7
ふ
る
幻

V
問
問
い
合
わ
せ
市
川
町
生
治
課



噛融融通

晴子持 E霊 会 E宮84-3311
磯市民経器量霊童書 84-111号
縁取良駐留軍書館記事:!~f:f分車窓 87-3約ち
GlmE喜重謹毒事態総聖書図書警護茸 87叩o詰G古
事中央公燦怒日目…0515
掛毒事務改革襲警堅草書房総-1171
骨臣室華麗緩漣露軍&1-1181
借身体機襲撃番議被センタ 88-0141
繕つつじ主主 88-0123
申5主主霊盟理i寛富里(浄化機)87-237百
(二Iミ)87-0015 (し重量)88-2547

...8善寺 21'ヨ24BくEヨ:午車U10在奇

動険金著書 主主芸事館筋〈市没E軒近く〉
修会事費 15∞F弓(~到す) iJ¥ーや

学生 500月 子葉探査費i莞書童生絹業主語放と弱{糸

惨罪事い合わt主 我喜草子将1翼総務会 議苦言及u市内幸招主主T詰塁塁主張(36，告書箱〉
金主子宮82-3394 により絡緩いとしきます。

~官ζ--叩令叩ルぐ~:l捗 B~害 2FJ2DB(氷)IE'Fttら午

後3跨をまで

...8障害 2 Rl24BC扮〉工E守= 争湯島奇 術民主主義重大会主義望室

砂警護所議花き台市災センター 惨露連務先意義 27(主義安否

惨内容健康食言式食会、総皇居「喜容 易担問い合わせ田口百8822ω

びこJ、健康体1ゑ健機裕談!まか

...罪奪い合わゼ ニヰ ブシハウスo
会革審議電器88→3111 T-8~春 ヰ符9BCJ() 

...議語務 室罷ケ自笥11ントリーフ'5ブ

惨さE緩 手主主義子三ライズごンズヅラブ

T-B&寺 3FJ8Eヨ(室長)'F~'残務包括号 炉方式 18Hストロクプレー

惨重宝軽量 約ii5-索言聖徳筒皇宮

夢炉勘韓獲草巨 T 

5おDラ二ンノ，少フE凶泊型到jト…ブメント)2ダブ

ルス〈葬終義室蓋霊号濁司ト ナメごン/ト〉

砂事事加資守番 恐iヌヨイ絞伎の号空機器華人

惨護事務繋 ぎノン711ノス 500悶

ヲブjレス 立総F号

診療込方法 ハガキiごとお苦言霊童波及

びでランク毛主務犯してくださし¥0

"'$込先主主孫子822-94

第百長閉ま若手間833'146

b申込締窃 夜間28B1"忠喜重

惨さを語義 市場乏をま連総

T-8書事 3月15B主主ら4Fヲ静

還金障室午後守 i剣 D分から3きをお分

B険機所

炉内容 ミ}く霊長自(泊雲量殺}必至雪24お〉

...会裁 お∞F弓〈署長10去費簿記ooFち〉
砂申し込み 21'ヨ2自のまでl二校i喜
キiこ手Hxぞろ。年毒事・

中長2607くお:)主主孫子

b会爽 2752改め円(ブレ-J妻、綴織
代、 パーーティ…重量、 護送局長通代、 pイ

パンク墓議等含む〉

争募集人豪華 2ぬ名

砂申込先 {奇襲義務長雲 寺許木3お喜々

晋 88…2496土ヨ臣室・主党白書E票数〈

〈午線10B吾、4午後49者〉

惨締窃 ヨ10EヨCB)

炉問時 ヨ23巴〈立ガら28B!:kl

b議所

1>費F轄 大人体ゆ与えし)2]54日XJIlJ
4ミ人(IJ、学3$1以上)2751ぽお符

惨事事室長人関 t~5-g 空主義明〉

惨事書加申込 11:媛ハガキじて、使

E¥;そろ 年寄警 察室嘉言語努をそ湾総

してヘコミキ 総監理事務機、白1lJ1…

13れ鈴木繁ささまぐ

〈号室料とこも初級幹中級・上級建議議コ

i謡曲〔語噛

oゲーム機滋賀重量講義(スロットマ
シシ、デuどゲーム被害事)I立公
豪華議会のE干弓必要で法事器iラ

日から3'"間以内!こ雲寺王立を号設けて

く支ささい。

0Jフタルトシ卦ツブ、ぞー王子Jレ、

ラブホテル苓な紛出ガ警警で

法B接行Eヨから1m弓i以内!こ翁似て
く止さtさい。

o深夜(午高言。潟、w白ot七鰐)1;:: 
滋類宅をど起す16 食を燃:と出守主ち

は除かれる〉ら健闘が!.Ii¥委です。

主主然fJBから刊か問Iaiは，1ごい務総て

く主ささい。

察しいごとiふ警察署替の主主滋畿

でo3Jてさず芯くえささい。

T-重量軍事、子署審議建著書 問82-D110

圏#遍遍善努扇
主霊長詰i立郵主主義撃てヨ20B'"司?

にみ安委l:t若草り下さいα

砂差是主草子護霊童霊局 惜824251
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大熊飽き3-210:，、百字獄 ぃ。

警義務i潔検ー重忠義翌年金l謀、 さを己主i議

長案及び奇襲人校票数年金亡してのI*~翠

…ースヱ了りぎをま〕ヌミーん八J['Iて…終 控室俗芸書諸費等専の線自信J及び繁華基のi墨 6号線住宅に加え亡、その麹金i革、 i塩

砂算書簡 拐事産斗月15紛ヨ i主化努!と臨書する決簿ガ、 2Fヨヨ 公共ulH本や政府関係機総理主を道
中級6月ア伶1581こ緩急尽 から主義行され、 Z砲のような営畿は じて学校住宅E・2筆活の喜重量量芯ど

2Eヨ~切FJl-1B，il¥ームへ11"パー 該当}や糧自主プ必要じなりま 業費かで後みよい平工会をつくる絞め

ら汚 10Eヨ~7FJ158、オ〈・土・8 牛

若主役毛主除、く21B際、 返還言語1;ic61総1

10持からヰ号事務で

惨事事業人終 汁、 ムヘlし/て←略30

主主、{窓oコ吋ス20そろ
き歩約書患者 主義準君主主は護審議で宗主量産

宅若手寝袋写るお

砂5塾講料 昇華料〈事史的立Elとさ録j呈〉

診受議機所 干主義F若干然違ま4-3

(経擦を宮会主君3Fコ〉祭事議人波書走i費節

センモヨ 謂0472-47廿541

1>樟込3き主器 援耳1Jt空ンタ…へ在日童話

路著書のそうえ 2月2品切さまで告しiみ
んでくどさ0¥0

女性:コ…ラスで容。いっしょに

理主い主主校ん方。

炉8撃事 億溺除草霊Eヨキ高官10隠から

午後O喜幸級王ま
砂緩醤若草断 言語綴バレエスタジス

炉会費符25ω悶

..連絡先送綴盟84-8267

小池宮&H1131

幼!潟害実主主では保管議後議主義l/T

いきまをま。

綴湖北台幼児書室言霊

惨募集人然 保書詩型宮守

砂i護主語然 官自S{)l85
@銀総主主i銭喜重量産

事惨事事室長人主導主意怒/て…ト(議後警警)1をろ

険逢絡先君85-2835

@期日 21'寺2刻::J(土)(護霊長重密議騒3

騨塾塾堕盛議欝
T-蓄電鱈 評議fAJI之霊惑を主する20議以上

の万守鈴名

...fH割 産雪総6~主手31'守318"置で
惨華麗霊註 年Y伐治F号くそ予定〉

T-E担し込iJ;J-潤い合わ校守主260-

91ニ子主義<t失望書語華民謡総意事務総号空襲会

密部殺察室主君器製自由472-'23-2290へ

31'守20Bまでに

泌総込鴻械はmE言会長i苦言葉!とありま
ザ。

砂崩弘事事資絡 20"襲ぷ上の襲撃人o万
惨モニターのtt務 3フンケート、

総費潟務者逮の護義務協刀、主導重要脅か

らの護霊祭、十議事設、索隊じり提起日。モ

ニニタ 習機会〈王手2ね容認を〉へのほj時G

1>1圭期 ぷi尽だそう例年3際来Eヨ

1>Hi¥i事事撃事主D 純白j育劾〉

有三罪需主主役ンタ…督会43ヰ…234622 

に役コていさ去す。長議警護主主演ー総

長妻家重註をわうー喜重要意義草してみまレ

ょう。(総長支省〉

鈴運動員諸問 事31日さまで

議是認を全分吉宮ie主毒議議雪整理のなめ2

閥均尽くoADttら28臼く三本〉をまで外隠

となりさ表す。総書宮中は、 Fきのさ主著書
の話主総'*スト!こ本宅王立立してくだ・さ

いおなお、家主喜と機動態喜義務iま平

総どおりモプ習。

。華執筆李主主主覧会都銀製滋会

惨包持 3FJ10Eヨく日)8静香30分

除草霊長奇 流山Tお 汐j芸事字社

@猟犬係書警喜事総会

惨F苦8 51'当3BC手足〉

砂書簡所 不幸車線議長露盤著書

沙問い--8':bt主総環i菟際金書事

T-至宝草寺・話器所 2手'l27B(ヌ}く〉午後

21i吾毒告書麓浴中央公民館で、 31'ヨ5
B(;A()午後2総書量葛車部会爾庁雲監て?
惨隠しミ合わ投 票喜審議態道管言語工労

政線官む473-61-2111f弓綴183，184

母命。争犠
*言語艇の方〈襲芸名〉から社会話芸祉

臓器全霊室長幸義室主主へ35ヰ7F弓必要害{せがあ
り涼し主主。

本主吾妻幸iE様から警護綬霊聖書設の受終を

記念し，て者数箔祉協談室主号毒援金へ

25Jヨ1450fIlの容{立があり主主し主主。

140 


